
貸
出
市
場
の
均
衡
と
純
新
規
貸
出
金
利

清
　
　
水

啓
　
　
典

（35）貸出市場の均衡と純新規貸出金利

序

　
日
本
の
銀
行
貸
出
市
揚
に
関
し
て
は
、
既
に
多
数
の
理
論
的
・

実
証
的
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
又
、

そ
こ
で
取
上
げ
ら
れ
て
来
た
問
題
点
の
中
に
は
、
日
本
の
貸
出
金

利
の
変
動
幅
が
、
諸
外
国
の
貸
出
金
利
や
国
内
の
短
期
金
融
市
場

金
利
に
比
し
て
小
さ
い
と
い
う
事
実
、
即
ち
、
貸
出
金
利
の
硬
直

性
と
関
連
し
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
貸
出
金
利
の
動
き
は
そ

の
よ
う
に
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
貸
出
金
利
の
統
計
値
が
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を

持
っ
た
統
計
値
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
十
分
な
注
意
が
払

わ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
我
々
は
既
に
、
こ
の
点
を
拙
稿
㈲
に

お
い
て
指
摘
し
て
、
現
在
利
用
可
能
な
貸
出
金
利
統
計
で
あ
る
約

定
平
均
金
利
に
対
し
て
、
そ
の
限
界
的
な
動
き
を
示
す
純
新
規
貸

出
金
利
を
計
算
し
、
そ
れ
が
非
常
に
伸
縮
的
に
変
動
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
の
目
的
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章

に
お
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
貸
出
金
利
統
計
の
歴
史
を
概
観
し
、

代
替
的
金
利
統
計
の
問
題
点
を
検
討
し
た
上
で
、
拙
稿
固
に
お
い

て
示
し
た
純
新
規
貸
出
金
利
の
意
味
を
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
、

よ
り
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
次
に
第
二
章
に
お
い
て
は
、

そ
の
新
た
な
統
計
値
を
用
い
た
時
、
従
来
の
実
証
分
析
の
結
果
が

ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
か
を
確
認
す
る
目
的
で
、
貸
出
市
場
の

均
衡
に
関
す
る
実
証
分
析
を
、
従
来
の
研
究
に
合
ま
れ
る
問
趨
点

に
は
ふ
れ
ず
、
そ
れ
ら
に
最
も
忠
実
な
形
で
、
二
種
類
の
金
利
統

計
を
用
い
て
追
試
す
る
。
そ
の
結
果
、
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い
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た
場
合
、
実
証
分
析
の
緒
果
が
大
棚
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
及
び

い
ず
れ
の
統
計
値
を
用
い
て
も
均
衡
仮
説
の
妥
当
性
の
方
が
高
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
－
章
　
貸
出
金
利
統
計
の
検
討

　
　
第
一
節
　
貸
出
金
利
統
計
の
歴
史

　
日
本
に
お
け
る
貸
出
金
利
の
統
計
値
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
利
用
さ

れ
て
い
る
貸
出
約
定
平
均
金
利
が
、
世
界
の
金
利
統
計
の
中
で
も

特
殊
な
残
高
平
均
金
利
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
同
に
お
い
て

指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
戦
前
か
ら
の
統
計
の

変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
貸
出
約
定
平
均
金
利
が

定
着
し
て
来
た
経
緯
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
A
　
戦
前
期
の
統
計

　
現
在
の
よ
う
に
貸
出
金
利
が
、
金
利
別
貸
出
残
高
の
加
重
平
均

の
形
で
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
八
年
か
ら
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
前
に
発
表
さ
れ
て
い
た
貸
出
金
利
統
計
は
、
す
ぺ

て
調
査
月
に
実
行
さ
れ
た
貸
出
の
金
利
で
あ
り
、
新
規
貸
出
金
利

で
あ
る
。

　
戦
前
期
に
関
す
る
金
利
統
計
資
料
と
し
て
は
、
『
金
融
事
項
参

考
書
』
、
『
銀
行
通
信
録
』
、
『
本
邦
経
済
統
計
』
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
質
料
に
お
い
て
は
、
収
録
項
目
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、

基
本
的
に
は
証
書
貸
付
、
手
形
貸
付
、
手
形
割
引
、
当
座
貸
越
等

の
貸
出
形
態
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
・
最
低
・
平
均
と
い
う
形

で
統
計
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
最
高
・
最

低
・
平
均
は
、
い
ず
れ
も
単
な
る
算
術
平
均
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
例
え
ぱ
、
『
銀
行
通
信
録
』
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
「
東
京
銀
行
集
会
所
社
員
銀
行
金
利
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ

の
金
利
は
、
貸
出
形
態
別
に
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
中
に
新
規
に
貸
出
し

た
一
般
普
通
と
見
ら
れ
る
金
利
に
つ
い
て
の
最
高
・
最
低
・
平
均

で
あ
り
、
預
金
担
保
や
日
銀
優
遇
手
形
等
の
特
殊
な
事
情
に
よ
る

低
率
の
も
の
、
及
ぴ
特
に
高
率
の
も
の
は
合
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

こ
で
い
う
平
均
と
は
、
そ
の
月
中
最
も
頻
度
が
多
く
標
準
的
と
見

な
さ
れ
る
金
利
で
あ
っ
て
、
各
貸
付
の
金
利
を
貸
出
額
で
加
重
平

均
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の
調
査
は
、
各
行
が
独
自
に

最
高
・
最
低
、
平
均
と
判
断
し
て
記
入
し
た
調
査
票
の
数
値
に
基

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
又
、
『
金
融
事
項
参
考
書
』
所
収
の
「
全
国
金
利
表
」
に
つ
い

て
見
る
と
、
こ
れ
も
調
査
月
に
実
行
さ
れ
た
貸
出
に
つ
い
て
の
金

利
で
あ
る
点
は
同
様
で
あ
る
が
、
証
書
貸
付
に
つ
い
て
は
、
三
力

月
を
契
約
期
隈
と
し
て
、
有
価
証
券
及
ぴ
商
品
を
担
保
と
す
る
五
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（37）貸出市場の均衡と純新規貸出金刹

　
　
　
　
　
　
　
？
）

百
円
以
上
一
万
円
以
下
の
貸
金
に
つ
い
て
の
利
率
で
あ
る
。
最

高
・
最
低
・
平
均
に
つ
い
て
は
、
全
国
要
地
に
お
け
る
最
高
・
最

低
・
平
均
を
各
別
に
集
計
し
て
、
算
術
平
均
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
戦
前
の
統
計
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
一
七

～
一
八
年
に
か
け
て
調
査
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。

　
B
　
貸
出
約
定
平
均
金
利
の
発
表

　
次
に
、
戦
後
の
統
計
と
し
て
は
、
昭
和
二
三
年
の
『
本
邦
経
済

統
計
』
に
日
本
銀
行
統
計
局
調
べ
の
「
全
国
銀
行
貸
出
実
行
利

率
」
狐
、
昭
和
二
〇
年
二
一
月
分
か
ら
月
次
で
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
こ
れ
が
昭
和
二
七
年
二
月
迄
続
い
て
い
る
。
こ
の
統

計
は
、
戦
前
期
と
同
様
に
新
規
貸
出
金
利
で
あ
り
、
貸
付
・
割
引

別
に
最
高
・
最
低
・
平
均
（
並
数
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
統
計
が
発
表
さ
れ
て
い
た
期
間
中
は
、
臨
時
金
利
調

整
法
に
よ
る
貸
出
金
利
規
制
が
有
効
に
働
い
て
い
た
た
め
に
、
こ

の
統
計
の
最
高
一
最
低
・
平
均
の
各
数
値
と
も
、
戦
後
イ
ン
フ
レ

を
反
映
し
て
急
上
昇
し
た
後
は
、
段
階
的
な
変
化
は
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
一
定
の
値
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
統
計
は
昭
和
二
七
年
二
月
で
調
査
が
中
止
さ
れ
、

二
七
年
三
月
～
二
一
月
迄
の
月
次
の
統
計
値
は
発
表
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
、
二
八
年
一
月
分
よ
り
、
同
じ
「
全
国
銀
行
貸
出
実

行
利
率
」
表
の
中
で
、
最
高
・
最
低
は
記
入
さ
れ
な
い
ま
ま
、
貸

出
．
割
引
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
平
均
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
昭
和
二
八

年
一
月
以
降
の
月
別
貸
出
平
均
金
利
が
、
金
利
別
貸
出
残
高
の
加

重
平
均
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
明
記
し
た
の
は
、
二
九
年
の
『
本

邦
経
済
統
計
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
脚
注
に
小
さ
く
記
載

さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
残
高
平
均
金
利
と
な
っ
た
新
た
な
統
計
値

が
、
依
然
と
し
て
「
金
国
銀
行
貸
出
実
行
利
率
」
と
い
う
同
一
タ

イ
ト
ル
の
下
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
が
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
「
全
国
銀
行
約
定
平
均
金
利
」

と
い
う
名
称
で
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
四
年

二
月
の
『
経
済
統
計
月
報
』
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
昭
和
三
四
年

の
『
本
邦
経
済
統
計
』
か
ら
は
、
現
在
の
よ
う
に
約
定
平
均
金
利

が
、
貸
付
・
割
引
及
ぴ
貸
出
平
均
の
三
項
目
に
分
か
れ
て
、
銀
行

の
種
類
別
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
表
自
体
に
は
貸

出
約
定
平
均
金
利
と
い
う
名
前
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

昭
和
二
七
年
～
三
三
年
迄
は
年
平
均
値
、
三
四
年
に
つ
い
て
は
月

次
で
銀
行
の
種
類
別
の
約
定
平
均
金
利
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
現
在
の
発
表
形
式
の
基
本
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

昭
和
三
八
年
の
『
本
邦
経
済
統
計
』
よ
り
、
更
に
規
制
内
貸
出
・
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規
制
外
貸
出
と
い
う
分
類
が
加
わ
っ
て
、
三
六
年
三
月
分
よ
り
、

約
定
平
均
金
利
が
短
期
・
長
期
別
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
二
七
年
三
月
以
降
の
約
定
平
均
金
利
統
計
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
利
率
別
貸
出
残
高
統
計
は
『
本
邦
経
済
統

計
』
に
お
い
て
、
二
二
年
六
月
分
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

統
計
は
、
貸
付
・
割
引
に
分
れ
て
、
二
二
年
六
月
～
二
四
年
二
一

月
迄
は
六
カ
月
毎
、
二
五
年
一
月
か
ら
は
月
次
で
発
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
、
全
銀
行
に
関
す
る
利
率
別
貸
出
残
高

統
計
は
、
諸
外
国
の
金
利
統
計
の
中
に
も
類
を
見
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
日
本
の
統
治
に
当
っ
た
G
H

g
が
、
各
銀
行
の
独
立
性
の
強
い
米
国
で
は
作
り
得
な
い
も
の
で

あ
る
た
め
に
、
理
想
的
な
統
計
の
作
成
を
目
指
し
て
、
日
本
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

作
成
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
資
料
は
各
銀
行
の
収
益

構
造
を
把
握
し
、
経
営
状
態
を
監
視
す
る
目
的
に
と
っ
て
は
、
極

め
て
有
用
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
貸
出
金
利
統
計
と
し
て
は
、
残

高
平
均
金
利
で
あ
る
約
定
平
均
金
利
と
い
う
形
で
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
統
計
値
の
性
質
の
変
化
は
、
戦
後
の
混
乱
期
の
中
に

あ
っ
て
、
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は
恩
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、

昭
和
三
〇
年
代
以
降
を
対
象
に
研
究
を
行
な
う
場
合
、
約
定
平
均

金
利
が
信
頼
性
の
高
い
金
利
統
計
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
定
着
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
C
　
戦
後
の
新
規
貸
出
金
利
統
計

　
と
こ
ろ
で
、
約
定
平
均
金
利
と
は
別
に
、
戦
後
も
新
規
貸
出
金

利
の
統
計
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
戦
前
の
「
東
京
銀
行
集
会

所
社
員
銀
行
金
利
」
は
、
新
た
に
東
京
銀
行
協
会
に
よ
っ
て
昭
和

二
一
年
六
月
よ
り
復
活
さ
れ
、
戦
前
と
同
一
の
方
法
で
証
書
貸

付
・
手
形
貸
付
・
当
座
貸
越
・
割
引
手
形
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最

高
・
最
低
・
平
均
が
『
金
融
』
の
統
計
表
第
三
一
表
と
し
て
発
表

さ
れ
、
三
七
年
迄
は
『
経
済
統
計
月
報
・
年
報
』
に
も
収
録
さ
れ

　
＾
4
）

て
い
る
。
第
－
図
に
は
、
そ
の
う
ち
「
割
引
手
形
・
平
均
」
の
推

移
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
統
計
は
、
そ
の
信
頼
性
が
疑

問
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
四
七
年
二
月
へ
の
『
金
融
』
へ
の
掲

載
分
以
降
は
調
査
が
中
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
統
計
に
お
け
る
平
均
と
は
、
昭
和
二
一
年
～
二
七
年
七
月

迄
は
戦
前
と
同
様
に
各
行
報
告
の
算
術
平
均
を
取
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
四
捨
五
入
の
関
係
か
ら
金
利
の
動
き
が
明
瞭
に
示
さ
れ

な
い
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
二
七
年
八
月
以
降
は
、
各
行
報
告
の

平
均
金
利
を
厘
単
位
に
並
べ
、
こ
の
う
ち
最
も
頻
度
の
高
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

（
並
数
）
を
と
っ
て
平
均
金
利
と
し
て
い
る
。
そ
。
の
た
め
第
－
図
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（39）貸出市場の均衡と純新規貸出金利
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一橋論叢 第94巻第4号（40）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
平
均
は
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
時

（
例
え
ぱ
三
五
～
三
八
年
）
も
あ
る
が
、
約
定
平
均
金
利
が
変
化

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
年
間
一
定
の
ま
ま
で
あ
る
と
い

っ
た
時
期
も
多
い
。
又
、
そ
の
最
高
と
最
低
の
間
に
は
四
～
五
％

程
度
の
大
幅
な
椿
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
統
計
値
に
は
、

平
均
値
を
得
る
上
で
の
間
題
点
が
あ
っ
た
上
に
、
基
礎
デ
ー
タ
自

体
、
戦
前
と
同
様
に
各
社
員
銀
行
が
独
自
に
平
均
と
判
断
し
て
報

告
し
た
数
値
に
基
づ
い
て
い
る
な
ど
、
統
計
値
と
し
て
は
そ
の
信

頼
性
に
か
な
り
問
題
が
あ
っ
た
生
言
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

な
事
情
か
ら
、
こ
の
統
計
は
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
最

も
信
頼
性
の
高
い
統
計
と
し
て
『
日
銀
統
計
月
報
・
年
報
』
に
お

け
る
貸
出
約
定
平
均
金
利
が
、
唯
一
の
金
利
統
計
と
し
て
利
用
さ

れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
第
二
節
貸
出
期
間

　
現
在
の
金
利
統
計
の
間
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
貸
出
期
間
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

統
計
が
十
分
で
な
い
点
を
既
に
指
摘
し
た
が
、
次
に
こ
の
点
を
よ

り
詳
細
に
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
．

．
現
在
の
約
定
平
均
金
利
統
計
で
は
、
契
約
期
間
が
一
年
以
下
の

も
の
と
一
年
を
超
え
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
、
短
期
貸
出
と
長
期

貸
出
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
デ
i
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

第2図 貸出金の契約期閲別構成

4
0
3
0
2
0
1
0
（
％
〕

翻都布銀行〔＝コ地方銀行

3ヵ月以下3ヵ月超山1年 　
飛
月

一
年
劉
2

超
5
職
弾

　
金
珊

統
計
に
従
っ
て
、
約
定
平
均
金
利
の
う
ち
、
長
期
・
短
期
・
総
合

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
を
示
し
た
の
が
第
－
図
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
短
期
の
約
定
平
均
金
利
の
方
が
長
期
約
定

平
均
よ
り
も
、
金
利
水
準
は
低
く
、
変
動
幅
は
よ
り
大
き
い
。
こ

こ
で
注
意
を
要
す
る
点
は
、
現
実
に
は
長
期
貸
出
と
短
期
貸
出
に

対
応
し
た
二
種
類
の
貸
出
金
利
が
観
察
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
平
均
し
た
総
合
の
約
定
平
均
金
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（41）貸出市場の均衡と純新規貸出金利

利
は
、
単
に
金
利
別
貸
出
残
高
か
ら
精
果
的
に
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
現
実
の
貸
出
は
存
在
し
な
い
。
貸
出

残
高
の
金
利
別
分
布
を
見
る
と
、
殆
ん
ど
の
時
期
に
お
い
て
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

に
二
つ
の
ピ
i
ク
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
、
貸
出
残
高
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
期
貸
出
と
短
期
貸
出

に
対
応
し
た
二
つ
の
分
布
が
重
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
更
に
問
題
と
な
る
の
は
、
全
国
銀
行
貸
出
残
高
の
中
で

現
在
四
〇
％
強
を
占
め
、
期
間
一
年
超
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る

長
期
貸
出
の
構
成
で
あ
る
。
第
2
図
は
、
昭
和
五
九
年
九
月
に
お

け
る
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行
に
つ
い
て
、
契
約
期
間
別
貸
出
残
高

構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
年

超
の
長
期
貸
出
の
平
均
契
約
期
間
は
か
な
り
長
い
。
仮
に
、
各
ラ

ン
ク
の
平
均
契
約
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
超
土
二
年
に
つ
い
て
二

年
と
し
、
三
年
超
～
五
年
を
四
年
、
五
年
超
～
七
年
を
六
年
、
七

年
超
を
一
〇
年
と
。
し
て
加
重
平
均
す
る
と
、
平
均
契
約
期
間
は
都

銀
に
つ
い
て
六
・
一
年
、
地
銀
で
は
六
・
七
年
と
な
る
。
し
か
も
、

期
限
の
定
め
の
な
い
も
の
の
中
に
は
、
事
実
上
か
な
り
長
期
の
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
又
全
国
銀
行
の
場
合
に
は
、

こ
れ
に
加
え
て
長
期
貸
出
の
二
四
％
程
度
を
占
め
る
長
期
信
用
銀

行
が
含
ま
れ
る
の
で
、
金
国
銀
行
金
体
と
し
て
の
長
期
貸
出
の
平

均
満
期
は
、
更
に
長
い
可
能
性
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
、
長
期

貸
出
の
平
均
満
期
は
、
単
に
一
括
し
て
一
年
超
の
貸
出
と
し
て
分

類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
異
っ
て
、
か
な
り
長

い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
長
い
平
均
満
期
を
持
つ

長
期
貸
出
の
金
利
を
、
一
年
以
下
の
短
期
貸
出
金
利
と
区
別
せ
ず

に
得
ら
れ
る
総
合
約
定
平
均
金
利
を
用
い
て
分
析
を
行
う
場
合
に

は
、
そ
の
結
果
を
解
釈
す
る
上
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
国
際
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
、
貸
出
期
間
に
つ
い

　
　
　
　
　
＾
7
〕

て
米
国
の
統
計
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
日
本
の
短
期
貸
出
に

つ
い
て
見
る
と
、
全
国
銀
行
べ
ー
ス
で
、
昭
和
五
九
年
に
つ
い
て
、

期
間
二
力
月
以
内
の
も
の
の
平
均
貸
出
期
間
を
一
力
月
、
二
力
月

超
～
三
力
月
を
二
・
五
カ
月
、
三
カ
月
超
～
一
年
を
七
・
五
力
月

と
し
て
加
重
平
均
す
み
と
、
平
均
は
四
・
九
七
力
月
と
な
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
五
九
年
八
月
時
点
で
の
米
国
に
お
け
る
短
期
貸
出

の
平
均
貸
出
期
間
は
一
・
二
力
月
と
圧
倒
的
に
短
か
い
。
又
、
長

期
貸
出
に
つ
い
て
も
、
平
均
貸
出
期
間
は
四
九
・
四
力
月
で
あ
り
、

先
に
見
た
日
本
の
ケ
ー
ス
よ
り
も
か
な
り
短
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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一橘論叢 第94巻 第4号　（42）

　
　
第
三
節
　
新
規
貸
出
金
利
と
問
題
点

　
現
在
得
ら
れ
る
約
定
平
均
金
利
の
他
に
考
え
ら
れ
る
貸
出
金
利

統
計
の
一
つ
は
、
国
際
的
に
も
一
般
的
な
新
規
貸
出
金
利
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
統
計
値
を
得
る
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
デ
ー
タ

の
制
約
上
大
き
な
困
難
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
新
規
貸
出
金
利

を
得
る
た
め
に
は
、
金
利
新
規
貸
出
額
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
更
に
金
利
別
返
済
額
の
把
握
が
必
要
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
関
し
て
直
接
参
考
と
な
る
デ
ー
タ
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
え
て
い
く
つ
か
の
強
い
仮
定
を
置
い
た
上
で
、

短
期
貸
出
に
隈
っ
て
新
規
貸
出
金
利
の
動
き
を
推
定
し
よ
う
と
す

る
興
味
深
い
試
み
も
、
筒
井
回
・
1
0
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
推
定
に
は
、
例
え
ぱ
、
缶
期
の
新
期
貸
出
金
利
は
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

亡
期
の
残
高
平
均
金
利
に
等
し
い
、
あ
る
い
は
f
期
に
返
済
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

る
貸
出
の
平
均
金
利
は
一
期
の
残
高
平
均
金
利
に
等
し
い
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡

う
仮
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
、
推
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
自
体
を
あ
ら
か
じ
め
仮
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
推
計
は
そ
れ
以
外
に
も
、
デ
ー
タ
の
制
約
上
や
む
を
得
な
い
と

思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
の

推
定
値
に
よ
っ
て
、
新
規
貸
出
金
利
が
残
高
平
均
金
利
に
比
し
て
、

如
何
な
る
動
き
を
示
す
か
と
い
う
傾
向
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

得
ら
れ
た
値
自
体
は
、
あ
く
迄
多
く
の
仮
定
に
基
づ
い
た
推
定
値

で
し
か
な
い
。
従
っ
て
、
新
規
貸
出
金
利
に
関
し
て
は
、
新
た
な

基
礎
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
新
規
貸
出
金
利
統
計
が
、

当
局
よ
り
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
形
で
、
正
確
な
新
規
貸
出
金

利
統
計
が
公
表
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
理
想
的
な

統
計
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
理
論
的
分
析
に
対
応
し
た
統
計
と
し

て
は
、
そ
れ
自
体
の
欠
点
を
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
変

動
金
利
制
や
繰
上
げ
返
済
の
存
在
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
貸
出

市
場
で
は
新
規
貸
出
レ
ペ
ル
で
の
み
需
給
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
ス
ト
ッ
ク
段
階
で
の
調
整
も
同
時
に
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
点
で
あ
る
。
仮
に
、
貸
出
が
す
べ

て
固
定
金
利
で
あ
り
、
一
繰
上
げ
返
済
等
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
れ
ぱ
、
新
規
貸
出
金
利
は
最
も
意
味
が
あ
る
。
逆
に
、
貸
出

が
す
べ
て
変
動
金
利
制
の
下
で
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
残

高
平
均
金
利
の
方
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
第
二
の
問
題
点
は
、
銀
行
貸
出
の
契
約
期
間
と
い
う
概
念
は
、

必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
短
期
こ
ろ
が
し
」
と
い
う
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
実
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（43）貸出市場の均衡と純新規貸出金利

上
の
長
期
貸
出
が
、
形
式
的
に
短
期
貸
出
の
更
新
と
い
う
形
を
と

っ
て
実
行
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
故
、
更
新
を
も
含
め
た
す

べ
て
の
新
規
貸
出
に
関
す
る
金
利
が
、
市
場
に
お
い
て
需
給
調
節

作
用
を
果
し
て
い
る
金
利
の
理
論
的
概
念
に
必
ず
し
も
完
全
に
対

応
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
第
四
節
　
純
新
規
貸
出
金
利

　
そ
こ
で
間
題
と
な
る
の
は
、
現
在
利
用
可
能
な
統
計
を
前
提
と

し
て
、
理
論
的
概
念
に
対
応
し
た
、
市
場
で
需
給
調
整
の
役
割
り

を
果
し
て
い
る
貸
出
金
利
水
準
を
如
何
な
る
統
計
で
把
握
す
ぺ
き

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
た
な
統
計
と
し
て
計
算

し
た
も
の
が
、
拙
稿
㈲
に
お
け
る
純
新
規
貸
出
金
利
と
い
う
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
統
計
を
純
新
規
貸
出
金
利
と
呼
ん
だ
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

に
誤
解
を
生
じ
た
面
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
説
明

を
加
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
統
計
値
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
即
ち
、

1
一
期
末
か
ら
t
期
末
に
か
け
て
の
金
利
別
貸
出
残
高
分
布
の
変
化

tは
、
す
べ
て
‘
期
に
お
け
る
市
場
で
の
需
給
調
整
の
縞
果
に
外
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
金
利
ラ
ン
ク
別
に
見
る
と
、
残
高
が
増
加
し
た

ラ
ン
ク
と
減
少
し
た
ラ
ン
ク
が
あ
り
得
る
。
そ
の
う
ち
減
少
し
た

も
の
は
、
返
済
さ
れ
る
か
又
は
金
利
が
変
更
さ
れ
て
、
そ
の
ラ
ン

ク
の
金
利
で
は
も
は
や
貸
出
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
期
の
金
利
水
準
を
求
め
る
上
で
推
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
金
利
ラ
ン
ク
別
貸
出
残
高
の
増
分
は
、
‘
期
中
に
支
配
的

な
利
率
で
の
貸
出
又
は
そ
の
水
準
へ
の
金
利
変
更
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
を
加
重
平
均
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
‘
期
中
に
金
利
別
貸
出
残
高
分
布
に
生
じ
た
、
銀
行
体
系
全

体
と
し
て
の
純
変
化
分
の
金
利
水
準
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で

あ
る
。
こ
の
値
は
約
定
平
均
金
利
の
隈
界
的
な
動
き
を
示
し
て
い

る
の
で
、
限
界
約
定
平
均
金
利
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
統
計
値
が
単
な
る
新
規
貸
出
金
利
と
異
な
る
の
は
、
そ
れ

が
新
規
貸
出
の
み
な
ら
ず
、
変
動
金
利
制
に
よ
る
既
存
貸
出
の
利

率
変
更
を
も
含
め
て
把
握
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
統
計
は
貸
出
市
場
が
フ
ロ
ー
・
レ
ベ
ル
で
調
整
さ
れ
て
い
る

場
合
と
、
ス
ト
ヅ
ク
・
レ
ベ
ル
で
調
整
さ
れ
て
い
る
場
合
の
双
方

を
含
ん
だ
金
利
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
純
新
規
貸
出
金
利
の
推
移
を
、
手
形
割
引
と
証

書
・
手
形
貸
付
と
に
分
け
て
図
示
し
た
も
の
が
、
第
3
・
4
図
で

あ
る
。
割
引
手
形
は
す
べ
て
短
期
貸
出
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、

証
書
・
手
形
貸
付
は
短
期
も
含
む
が
、
よ
り
長
期
の
貸
出
で
あ
る

と
考
え
て
よ
い
。
短
期
貸
出
金
利
の
指
標
と
考
え
ら
れ
る
純
新
規
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一橘論叢 第94巻 第4号　（46）

手
形
割
引
金
利
は
、
第
3
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
四
〇
年

代
以
後
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
と
極
め
て
良
く
連
動
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
又
、
そ
の
水
準
も
特
別
な
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
上
昇
期

は
別
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
一
の
水
準
に
あ
る
。
第
4
図
に
お
い
て
、

よ
り
長
期
の
貸
出
に
対
応
す
る
純
新
規
貸
付
金
利
は
、
利
付
電
々

債
利
回
り
よ
り
も
若
干
低
い
水
準
で
、
そ
れ
に
か
な
り
良
く
連
動

し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
即
ち
、
純
新
規
金
利
の
段
階
で

は
、
短
期
貸
出
・
長
期
貸
出
共
に
、
対
応
す
る
市
場
金
利
と
密
接

な
違
動
関
係
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
第
－
図
の
約

定
平
均
金
利
の
動
き
と
は
か
な
り
異
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
純
新
規
貸
出
金
利
が
貸
出
市
場
分
析
に
対

し
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
、
過
去
の

研
究
も
多
い
貸
出
市
場
均
衡
の
実
証
分
析
を
こ
の
新
た
な
金
利
統

計
を
用
い
て
追
試
し
、
従
来
の
結
論
が
如
何
に
修
正
さ
れ
る
か
と

い
う
点
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
2
章
貸
出
市
場
均
衡
の
実
証
分
析

　
　
第
一
節
分
析
の
目
的

貸
出
市
場
均
衡
の
実
証
分
析
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
れ
迄
に
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
結
諭
ぱ
一
致
し
て
お
ら
ず
、
貸
出
市
揚
が
均
衡
で
あ
ウ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
確
定
的
な
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
又
、
従

来
の
研
究
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
分
析
方
法
自
体
、
貸
出
市
場
が

均
衡
か
不
均
衡
か
を
決
定
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
は
多
く
の
問

題
点
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
貸
出
市
場
分

析
の
中
心
的
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て
来
た
こ
と
も
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
い
ず
れ
も
例
外
な
く
、
賃
出
金
利
の

デ
ー
タ
と
し
て
約
定
平
均
金
利
を
用
い
て
い
る
。
我
々
の
本
稿
で

の
関
心
は
、
約
定
平
均
金
利
に
代
え
て
、
当
期
の
貸
出
金
利
水
準

を
敏
感
に
反
映
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い

て
計
測
し
た
場
合
、
従
来
の
研
究
結
果
が
ど
れ
程
修
正
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
均
衡
・
不
均
衡

の
分
析
方
法
の
検
討
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
単
に
従
来
の
研
究
と
同

一
の
方
法
に
従
っ
て
、
貸
出
金
利
の
デ
ー
タ
と
し
て
、
純
新
規
貸

出
金
利
と
約
定
平
均
金
利
を
用
い
た
揚
合
と
の
結
果
の
差
を
確
認

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
従
来
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
岩
田
・
浜
田
凹
、
釜
江
固
、

古
川
回
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
こ
の
三
つ
の
研
究
を
追
試
す
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
う
ち
、
岩
田
・
浜
田
閉
に
お
い
て
は
不
均
衡
仮

幽4



（47）貸出市場の均衡と純新規貸出金禾1」

説
の
方
が
妥
当
性
が
高
く
、
釜
江
㈲
で
は
均
衡
・
不
均
衡
い
ず
れ

が
正
し
い
と
も
言
え
ず
、
古
川
回
に
お
い
て
は
均
衡
仮
説
の
方
が

正
し
い
と
す
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
が
、
新

た
に
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ

る
か
と
い
う
点
も
検
討
の
対
象
で
あ
る
。

　
　
第
二
節
　
分
析
方
法

　
A
　
計
測
式

　
計
測
式
と
し
て
は
、
上
記
三
研
究
に
共
通
の
モ
デ
ル
を
用
い
る

こ
と
と
し
、
以
下
の
式
を
用
い
た
。

（
H
）

（
一
、
）

（
心
）

（
N
、
）

（
ω
）

（
い
、
）

卜
b
”
卜
b
（
嚢
ら
）

卜
b
“
卜
b
（
宍
ぺ
貝
⑦
）

㌔
1
1
㌦
（
§
一
b
）

㌦
1
－
㌧
（
氏
§
一
b
）

㌦
1
－
㌦
（
嚢
一
b
、
。
）

㌔
1
1
卜
吻
（
内
罵
一
貝
↓
。
）

　
こ
こ
で
戸
・
が
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
出
の
需
要
額
と
供
給
額
で
あ

り
、
J
s
R
は
純
新
規
貸
出
金
利
、
K
Y
R
は
貸
出
約
定
平
均
金

利
、
8
は
企
業
の
売
上
高
、
刀
は
金
融
機
関
の
預
金
額
、
。
τ
は
コ

ー
ル
・
レ
ー
ト
で
あ
る
。

　
期
待
さ
れ
る
係
数
の
符
合
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
卜
b
　
　
①
卜
b
　
　
①
卜
b
　
　
①
、
　
　
　
①
㌧
　
　
　
①
㌔

I
l
1
〈
〇
一
　
　
　
〈
〇
一
－
v
〇
一
1
v
〇
一
　
　
　
〉
〇
一
I
v
〇
一

①
§
　
　
①
肉
罵
　
　
　
①
り
　
　
①
嚢
　
　
①
宍
勇
　
　
①
b

賢
蜆

1
〈
〇
一
。

①
、

　
均
衡
仮
説
の
下
で
は
、
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い
た
も
の
（
・

な
し
の
番
号
）
と
約
定
平
均
金
利
を
用
い
た
も
の
（
・
つ
き
の
番

号
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ω
と
②
及
び
ω
と
㈹
と
い
う
形
で

組
合
せ
て
ト
b
l
1
皇
と
し
て
、
最
小
自
乗
法
と
二
段
階
最
小
自
棄
法

の
双
方
を
用
い
て
推
定
す
る
。
な
お
古
川
回
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

元
論
文
と
同
様
に
対
数
回
帰
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
不
均
衡
仮
説
下
で
の
分
析
は
、
岩
田
・
浜
田
ω
の
期
間

に
つ
い
て
の
み
行
っ
た
。
超
過
需
要
期
と
超
過
供
給
期
に
関
す
る

期
間
分
類
に
つ
い
て
は
、
純
新
規
貸
出
金
利
と
約
定
平
均
金
利
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、

　
　
」
き
1
1
き
1
き
1
一
V
o
な
ら
ぱ
超
過
需
要
期
で
あ
り
ト
ー
1
㌦

　
　
」
き
1
ー
き
1
亀
：
〈
o
な
ら
ぱ
超
過
供
給
期
で
あ
り
ト
ー
－
卜
b

　
と
し
て
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
定
平
均
金
利
で
は
超
過
需

要
期
が
二
〇
期
、
超
過
供
給
期
が
…
二
期
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

、
純
新
規
貸
出
金
利
の
場
合
に
は
、
趨
過
需
要
期
が
三
三
期
、
超
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

供
給
期
が
二
〇
期
と
な
っ
た
。
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B
　
デ
ー
タ

　
上
記
三
研
究
は
、
本
質
的
に
は
同
一
の
方
法
を
用
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
分
析
期
間
、
デ
ー
タ
の
質
・
出
所
・
加
工
方
法
、
取
扱

う
金
融
機
関
の
範
囲
等
に
相
違
が
あ
る
。
し
か
も
、
発
表
さ
れ
た

論
文
だ
け
か
ら
で
は
デ
ー
タ
加
工
部
分
に
不
明
な
点
が
あ
り
、
厳

密
に
同
一
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
我
々

の
目
的
は
、
金
利
デ
ー
タ
の
相
違
の
影
響
を
見
る
こ
と
に
あ
る
の

で
、
基
本
的
に
は
他
の
変
数
に
つ
い
て
は
共
通
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
い
る
。

　
ま
ず
、
貸
出
額
に
つ
い
て
は
、
岩
田
・
浜
田
ω
及
ぴ
古
川
回
の

期
間
に
つ
い
て
『
経
済
変
動
観
測
資
料
年
報
』
に
お
け
る
、
全
国

銀
行
貸
出
残
高
を
用
い
た
。
し
か
し
、
釜
江
㈲
の
研
究
に
つ
い
て

は
、
そ
の
論
文
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、
貸
出
額
に
関
す
る
デ
ー

タ
と
し
て
新
た
な
統
計
を
用
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
、
そ
の

期
間
に
つ
い
て
は
釜
江
の
用
い
た
も
の
と
同
一
の
『
法
人
企
業
統

計
の
高
度
利
用
に
関
す
る
研
究
』
よ
り
、
資
本
金
一
千
万
円
以
上

の
企
業
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
か
ら
の
長
・
短
借
入
金
と
受
取
手

形
割
引
残
高
を
取
っ
た
。
預
金
額
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
経
済

変
動
観
測
資
料
年
報
』
に
お
け
る
全
国
銀
行
預
金
残
高
、
売
上
額

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
法
人
企
業
統
計
の
高
度
利
用
に
関
す

る
調
査
研
究
』
よ
り
取
っ
た
値
を
用
い
て
い
る
。
1
法
人
企
業
統
計

に
基
づ
く
デ
ー
タ
は
、
E
P
A
法
に
よ
り
季
節
調
整
を
ほ
ど
こ
し
、

『
経
済
変
動
観
測
資
料
年
報
』
に
よ
る
も
の
は
、
月
次
デ
ー
タ
に

E
P
A
法
で
季
節
調
整
を
し
た
上
で
、
三
力
月
平
均
を
取
り
四
半

期
デ
ー
タ
と
し
た
。
貸
出
金
利
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
拙
稿
㈲
に
お

け
る
純
新
規
貸
出
金
利
（
総
合
）
と
全
国
銀
行
貸
出
約
定
平
均
金

利
（
総
合
）
と
を
、
三
力
月
平
均
し
て
四
半
期
デ
ー
タ
と
し
た
。

　
計
測
期
間
は
、
均
衡
仮
説
の
場
合
に
つ
い
て
、
岩
田
・
浜
田
ω

の
分
析
期
間
（
筍
8
；
～
s
ご
；
）
と
、
釜
江
固
の
期
間
（
H
8
之

自
～
s
ご
；
）
、
及
ぴ
古
川
囚
の
期
間
（
岩
a
；
～
一
ミ
ω
；
）
の

三
期
間
で
あ
り
、
不
均
衡
仮
説
の
下
で
は
、
（
H
漂
o
；
～
s
N
之

－
）
の
一
期
間
で
あ
る
。

　
　
第
三
節
　
分
析
結
果

　
分
析
の
結
果
は
、
第
1
～
8
表
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

純
新
規
貸
出
金
利
と
約
定
平
均
金
利
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
第
一

～
6
表
の
均
衡
仮
説
下
の
計
測
で
は
各
四
二
、
又
第
7
・
8
表
の

不
均
衡
仮
説
下
で
は
各
一
四
の
計
測
が
あ
る
。
第
9
・
1
0
表
は
そ

の
結
果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
符
号
条
件
が
期
待
さ
れ
る
も

の
と
一
致
し
、
か
つ
得
ら
れ
た
係
数
が
一
％
水
準
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　　　　　　　　　　第1表　均衡仮説下の分析（残高ぺ一ス）

　　　　　　　　　　　　　　（1960／I～1973／I…岩田・浜田［4］の期問）
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申　5％水準で有意であリ．同時に符号条件も満たされているもの。

　　　　第2表　均衡仮説下の分析（残高ぺ一ス）

　　　　　　　　（1964／m－1973／I…釜江［5コの期間）
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第3表 均衡仮説下の分析（残高べ一ス）
（1963／I－1975／I…古川〔2］の期間）

　　　　　　　　　　　サンプル数昌68
J昌R KYR ；邑一閨 D2岬1t C日1一㎞岨　Co咀t

R一
s．匡 町w，

需　o一盟要関盈　｝21’
一〇．岨≡‘一5的〕杣 ○里1；（囎…≡〕．．

1．3蜆O．ヨ明10．0410．…

一〇〇訓　　o拮舶一｛H0〕‘・伽．1引．．

1．5仙oヨ明20㎝80．15
最
小
＝
采
法

S一蜆
o　o16｛10朋〕．． ○恥，獺刊．捌．．

O．’110日冊10mO　O．朗

供
暗
関
融

S一趾’
o　o〃｛12．馴〕‘．

o．ヨ冊““．π〕

O．盟10明帥00090．’呈

S一盟
0000柵①H〕 o．冊1　　　0001“珊．朋〕｝｛5．51〕

o．仙≡o明帥o．oo昌o；雪

S一理’
o　mo｛里91〕．．

O．9研　　　　O．005｛5朋．則｝｛51引

0．3“O　O舶O　O．0070．OO

TD一別
一〇．O刊〔一6．側｝ o“王帖；．朋〕榊

］2柵O明190．0530朋

鶉
要
関
麸

TD一別’
■o　I仰　　o．睨o1｛’4．m）舳1砧．π〕・・

里．m40．筥帥100肥012

TD一盟
一〇．041＝一；．州帖 09＝o一舶朋〕．．

一．3020地ヨ≡o　o．o仙o．艶＝
肚
闇
量
小
＝
鼎
法

TI〕一〃
一〇〇帖　　09m｛一3一ヨ≡j｝㈹．醐〕｝

1．帥I　O明帥O．㎝90．］’

TS一別
o　m6｛8．朋〕軸 o．日硯｛撒．馳〕．．

O．川209明f　O．Om　O．舶

供
跨
関
敦

1＝S－21‘
o　o肪ω洲｝ o．帥6㈱o．明〕

O．別90．肥岬O．OIO　O．’0

TS一瑚
一〇．o04－o蝸〕 o．9冊　　　o．ooo㈱．榊・他；1〕・・〇一伽o・筥ヨ舳・o080一舶

TS一朋’
o　oooω．≡1〕

o．目帥帖柵．9〕．・ o．o06“．開〕

○舶10．明肥o．㎝70．oo

第4表 均衡仮説下の分析（フロー・ぺ一ス）
（1960／I～1973／I…岩田・浜田［4］の期間）
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第5表 均衡仮説下の分析（フロー・べ一ス）
（1964／m－1973／I…釜江［5］の期閥）
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第6表一均衡仮説下の分析（フロー・べ一ス）

　　　（1963／I－1975／I…古川［2］の期間）
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（53）貸出市場の均衡と純漸規貸出金利

五
％
水
準
以
上
で
有
意
で
あ
る
も
の
、
及
ぴ
符
号
条
件
が
一
致
し

て
い
る
も
の
の
数
を
、
残
高
べ
ー
ス
と
フ
ロ
ー
・
べ
ー
ス
の
分
析

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
要
な
縞
果
を
簡
単

に
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

、
J
s
R
を
用
い
た
方
が
、
ど
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
K
Y
R

よ
り
も
、
は
る
か
に
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。
従
来
、
K
Y
R

を
用
い
た
分
析
に
お
い
て
、
主
と
し
τ
符
号
条
件
が
間
題
と
さ

第9表 均衡仮説下の分析結果

JsR（各21） KYR（各21）

有意水準 残高 フロー 1鮪 フロー

1％ 13 1ユ ！0 3
5％ 1 3 3 1
5％以上 14 14 13 5
符号条件 19 20 17 5

第10表．不均衡仮説下の分析緒果

1」・・（各・） 1…（各・）

有意水準 残高 フロー 残高 フ回一

1％ 3 O 0 0
5％ o 1 0 O
5％以上 3 1 o 0
符号条件 6 『 3 2

　
れ
て
い
た
が
、
J
s
R
の
場
合
に
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
ケ
ー

　
ス
で
符
号
条
件
が
満
た
さ
れ
て
お
り
、
有
意
水
準
で
の
比
較
が

　
問
題
と
な
る
。

2
，
J
s
R
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岩
囲
・
浜
田
ω
の
期
間

　
に
つ
い
て
の
残
高
と
フ
ロ
ー
・
ぺ
ー
ス
の
双
方
、
及
ぴ
釜
江
固

　
の
期
間
の
フ
ロ
ー
・
べ
ー
ス
の
計
測
結
果
が
、
特
に
大
幅
に
改

　
善
さ
れ
る
。
（
第
1
・
4
・
5
・
7
・
8
表
）

3
，
J
s
R
を
用
い
る
と
、
K
Y
R
に
比
し
て
、
フ
ロ
ー
・
べ
ー

　
ス
で
の
計
測
結
果
が
特
に
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
。
例
え
ぱ
、
均

　
衡
仮
説
下
の
フ
ロ
ー
・
べ
ー
ス
の
計
測
に
お
い
て
、
岩
田
・
浜

　
田
ω
及
ぴ
釜
江
固
の
期
間
（
第
4
・
5
表
）
に
つ
い
て
、
K
Y

　
R
は
符
号
条
件
を
満
し
て
い
る
も
の
さ
え
皆
無
で
あ
り
、
古
川

　
吻
の
期
間
（
第
6
表
）
に
つ
い
て
の
み
有
意
な
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
J
s
R
は
い
ず
れ
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
良

　
好
な
結
果
を
示
し
て
お
り
、
符
号
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も

　
の
は
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

4
，
K
Y
R
を
用
い
た
場
含
、
岩
田
・
浜
田
ω
↓
釜
江
固
↓
古
川

ω
の
期
間
の
順
に
結
果
が
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
従
来
か

　
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
が
確
認
で
き
る
。
j
S
R
に
つ
い
て
も

同
様
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
各
期
間
に
つ
い
て
ほ
ぼ
一
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様
に
結
果
が
良
い
。

5
、
均
衡
仮
説
下
で
の
K
Y
R
は
、
フ
ロ
ー
・
ぺ
ー
ス
よ
り
も
残

　
高
ぺ
ー
ス
の
計
測
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
結
果
を
示
す
。

6
、
不
均
衡
仮
説
の
下
で
は
、
J
s
R
・
K
Y
R
共
に
、
均
衡
仮

　
説
の
下
で
よ
り
も
結
果
が
悪
い
。
特
に
、
残
高
・
フ
ロ
ー
の
い

　
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
K
Y
R
の
係
数
が
有
意
な
も
の
は
ゼ
ロ
で

　
あ
る
。

7
、
不
均
衡
仮
説
下
に
お
い
て
も
、
J
s
R
の
方
が
K
Y
R
よ
り

　
も
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。

8
、
計
測
期
間
に
乃
／
皿
～
乃
／
1
（
古
川
回
に
含
ま
れ
る
が
岩

　
田
・
浜
田
閉
に
含
ま
れ
な
い
期
間
）
と
い
う
大
幅
な
金
利
変
動

　
期
を
含
む
か
否
か
が
、
従
来
の
研
究
結
果
が
異
な
る
理
由
の
一

　
つ
で
あ
ろ
う
。
釜
江
固
と
岩
田
・
浜
田
閉
の
相
違
の
原
因
と
し

　
て
は
、
貸
出
額
デ
ー
タ
の
相
違
が
考
え
ら
れ
る
。

9
、
す
ぺ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
売
上
高
と
預
金
額
が
支
配
的

　
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

　
用
い
る
か
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

1
0
、
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
を
計
測
式
に
導
入
す
る
こ
と
は
、
殆
ん
ど

　
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
以
上
よ
り
、
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い
た
場
合
に
は
、
従
来
の

実
証
分
析
の
結
果
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
又
、
貸
出
市
場
に
お
い
て
、
均
衡
仮
説
の
妥
当
性
の
方
が
よ

り
高
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
貸

出
市
場
に
お
い
て
、
純
新
規
貸
出
金
利
統
計
で
把
握
さ
れ
た
貸
出

金
利
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
金
利
を
貸
出
約
定
平
均
金
利
を
基
礎

と
し
て
考
え
て
い
た
場
合
よ
り
も
、
よ
り
重
要
な
需
給
調
整
作
用

を
果
し
て
い
た
と
考
え
る
二
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
要
　
約

　
貸
出
市
場
に
お
い
て
は
、
様
々
に
異
っ
た
条
件
で
異
っ
た
金
利

水
準
の
貸
出
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の

貸
出
を
集
計
し
て
平
均
し
た
も
の
が
、
理
論
的
分
析
に
対
応
し
た

貸
出
金
利
統
計
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
分
析
目
的
に
よ
っ
て
も
異
り
得

る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
従
来
、
こ
の
間
題
が
十
分
に
論
ぜ
ら
れ
な

い
ま
ま
に
、
約
定
平
均
金
利
を
用
い
た
実
証
分
析
が
一
般
的
と
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
に
も
、
日
本
の
貸
出
金
利
統
計

は
戦
後
大
き
な
変
更
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
、
約
定
平
均
金
利
と

い
う
現
在
の
貸
出
金
利
統
計
は
、
国
際
的
に
も
特
徴
的
な
統
計
と
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な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
、
現
在
利
用
可
能
な
統
計
に
基
づ
い

て
新
た
に
計
算
し
た
純
新
規
貸
出
金
利
統
計
は
、
約
定
平
均
金
利

の
限
界
的
な
動
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
規
貸
出

又
は
既
存
貸
出
の
利
率
変
更
の
い
ず
れ
か
を
通
じ
て
、
銀
行
体
系

全
体
と
し
て
需
給
調
整
の
行
な
わ
れ
て
い
る
金
利
の
現
行
水
準
を

把
握
し
た
統
計
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
統
計
を
用
い
て
、
従
来
し
ぱ
し
ぱ
間
題
と
さ
れ
て
来
た
貸

出
市
場
均
衡
の
実
証
分
析
を
、
過
去
の
研
究
を
追
試
す
る
形
で
行

う
た
と
こ
ろ
、
分
析
の
結
果
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
又
、
市
場
均
衡
仮
説
の
方
が
不
均
衡
仮
説
よ
り
も

妥
当
性
が
高
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
従
っ
て
、
今
後
、
貸
出
市
場
に
お
け
る
金
利
変
動
を
よ
り
敏
感

に
反
映
し
て
い
る
純
新
規
貸
出
金
利
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
来
約
定
平
均
金
利
の
み
を
用
い
て
行
な
わ
れ
て
来
た
金
融
市
場

に
お
け
る
実
証
研
究
を
、
改
め
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
貸
出
市
場
の
ワ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
正
し

い
理
解
が
よ
り
一
層
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
東
京
銀
行
協
会
ω
参
照
。

（
2
）
　
但
し
、
明
治
3
3
年
3
月
以
前
は
、
3
ヵ
月
を
契
約
期
限
と
し
て
、

　
有
価
証
券
を
担
兜
と
す
る
千
円
以
上
、
1
万
円
以
下
の
貸
付
金
に
対

　
す
る
利
率
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
れ
は
、
西
川
元
彦
創
価
大
学
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で

　
あ
る
o

（
4
）
　
東
京
銀
行
協
会
ω
参
照
。

（
5
）
　
拙
稿
⑥
参
照
。

（
6
）
　
岩
田
・
浜
田
ω
第
5
章
2
参
照
。

（
7
）
　
勺
＆
害
巴
射
鶉
雪
き
籟
g
邑
ω
参
照
。

（
8
）
　
簡
井
⑨
仮
定
2
。

　
　
　
　
〕

（
9
）
　
筒
井
⑲
仮
定
6
。

　
　
　
　
〕

（
1
0
）
　
筒
井
1
0
参
照
。

　
　
　
　
〔

（
u
）
　
純
新
規
貸
出
金
利
に
基
づ
く
期
間
分
類
で
は
、
超
過
需
要
期
の

　
方
が
多
く
な
り
、
約
定
平
均
金
利
に
基
づ
く
分
類
で
問
題
と
さ
れ
て

　
来
た
、
超
過
供
給
期
の
方
が
多
く
直
観
と
矛
眉
す
る
と
い
う
点
は
解

　
決
さ
れ
る
。

＊
　
本
稿
に
対
し
て
、
藤
野
正
三
郎
、
江
口
英
一
両
教
授
よ
り
有
益
な

　
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
但
し
、
本
稿
に

　
あ
り
得
ぺ
き
誤
謬
は
す
ぺ
て
筆
考
の
責
任
で
あ
る
。
計
測
に
当
っ
て

　
は
、
一
橋
大
挙
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
向
＞
O
◎
峯
昌
ま
o
シ
ス
テ
ム

　
を
利
用
し
、
一
橘
大
学
大
挙
院
中
川
喜
博
君
に
ご
助
カ
頂
い
た
。
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